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音韻（Labov 1972a,1972b、Trudgill 1972 等）、語彙・表現（Edelsky 1977 等）、
発話行為（Hymes 1972、Kuhn 1982、Tannen 1990 等）、コミュニケーション（Blakar  































































































































究の流れを表 1-1 にまとめておく。 
 

















時 期 先行研究 研究内容 
70 年代 寿岳（1979） 初めて指摘、問題にしている 
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In Nihongo to onna ‘The Japanese Language and women’, Jugaku 
single-handedly provided a comprehensive theoretical framework for the 



























































（15）a. 「不正貸し付け 9 億円 農協幹部
    b. 「一億五千万使い込む 山梨県の西島農協元女子職員を逮捕へ」（朝日
を背任で逮捕」（朝日 1982/10/29） 
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1982/10/28）                 
 （16）a. 「体罰教諭
  b. 「
に罰金 20 万円」（毎日 1983/3/30） 
女教師
 （17）a. 「
が体罰 6 針ぬうけが」（朝日 1983/3/13）   
中学生



























































































































































 田中和子氏は 1984 年に行った研究に続き、マスメディアなどにおける「女性冠詞」
の用法の実態を調査し、問題点を指摘している。 
































































































































各女性標示語の使用状況と割合を把握するため、2013 年 4 月に『朝日新聞』一年
分の記事（2010 年 1 月 1 日から 12 月 31 日まで）を調査した。 
調査の結果、『朝日新聞』から女性標示語「女性～」「女子～」「婦人～」「女～」「女
流～」など、計 12 種、727 の語例が抽出された。各女性標示語の使用頻度と割合は
表 1-2 と図 1-2 のとおりである。 
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表 1-2 各女性標示語の異なり語数と延べ語数 
女性標示語 異なり語数 延べ語数 
女性～ 458 5823 
女子～ 128 6456 
婦人～ 10 52 
女～ 48 5959 
女流～ 39 653 
その他 44 92 
計 727 19035 
 
 
図 1-2 各女性標示語の使用頻度と割合 
 
「異なり語数（type, different words）」と「延べ語数（token, running words）」
は計量語彙論（quantitative theory of vocabulary） 10
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63.0％を占め、「女子～」は第二位で 17.6％を占めている。「女～」は第三位、「女流











（40）a. 2008 年に 82 歳で他界した、韓国を代表する女性作家

















































































人／＊女子名人／＊婦人名人／＊女名人）3 連覇（2 勝 0 敗）、10 月に女流
本因坊（＊女性本因坊／＊女子本因坊／＊婦人本因坊／＊女本因坊）4 連覇
























                                                  
11 日本語には「女性名人」ということばは存在するが、「女流名人」と意味が異なるため、置換でき
ないと見なす。 
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（48）足立区は 28 日、区立せきや保育園（千住関屋町）の 50 歳代の女性職員
（49）発表によると、ヘイスト兵長は 11 月 2 日午前 0 時 50 分ごろ、酒に酔って





































































































































それらの点については、第 4 章で考察する。 
 





































                                                  
12 「拘束形態素」と「自由形態素」については、第 2 章の議論の中で詳しく説明する。 




































に挑んだ 1 月の三番勝負は、21 日の第 1 局で快勝、28
日の第 2 局で逆転勝ちして 2 連勝でタイトルを奪取した。（朝日 2010/2/10） 
女流作家の作品であり、私がその翻
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13 ほかには、「少年～」「イケメン～」という「男性標示語」があるが、出現頻度が低く、用例数が少
ないため、本論文ではこれらの「男性標示語」を考察の対象としない。 
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言語現象の指摘にとどまり、具体的なデータを見ないものが多い（寿岳 1979、中村
1995、れいのるず＝秋葉 1998、佐竹秀雄 2001 等）。また、一方で、新聞のデータ
は大量に調査するが、数値の議論に偏り、女性標示語に関する詳細な考察が不足し






















































第 1 章「本論文の研究背景と位置付け」は総論に当たり、第 2 章「女性～」、第 3
章「女子～」、第 4 章「婦人～」、第 5 章「女（ジョ）～」、第 6 章「女流～」及び第
7 章「女（オンナ）～」は各形式についての具体的な考察を行う内容である。第 8
章は第 2 章から第 7 章まで見た「女性標示語」との対照としての「男性標示語」に
関する考察である。それは、女性を指すことばが男性を指すことばとどのように異
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員」などの使用例が得られた。次節以降では、得られたデータを 2.3 節の表 2-2 と
































2 「女性～」の使用変化について、第 2 章以降の女性標示語の各論に当たる章でも触れるが、本章で
は、田中他（2011）の調査結果を援用し、「女性～」の変化を見る。 
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表 2-1 「女性～」の推移（延べ語数、三紙合計、半月分、上位 8語） 3
1985 年 
 
1991 年 1996 年 2001 年 2006 年 
語 例 語 例 語 例 語 例 語 例 
女性秘書 5 女性作家 9 女性候補 19 女性記者 23 女性会社員 14 
女性議長 3 女性職員 7 女性議員 17 女性職員 17 女性医師 14 
女性国会議員 3 女性大使 6 女性詩人 11 女性社員 14 女性記者 10 
女性政治家 3 女性議員 5 女性会社員 8 女性作家 13 女性作家 7 
女性留学生 3 女性市長 5 女性監督 7 女性従業員 8 女性教諭 6 
女性記者 2 女性ファン 4 女性技術者 7 女性監督 7 女性天皇 6 
女性職員 2 女性労働者 4 女性作家 6 女性店員 5 女性社員 5 
女性社員 2 女性監督 3 女性職員 6 女性検事 5 女性ジャー
ナリスト 
5 
その他 75 その他 85 その他 97 その他 91 その他 98 
計 98 128 178 183 165 
（田中他（2011:208-213）のデータをもとに作成） 
 








るのかを見るため、図 2-1 を作成した。 
 
 
                                                  
3 田中他（2011）は朝日・毎日・読売の三紙の半月分のデータを取っているため、本章における調査
期間とは異なっているが、データとして参考になる。延べ語数 4 までの語例を数えると、1985 年～2006
年までそれぞれ、1 語、7 語、13 語、10 語、8 語で、年間平均 7.8 語である。そこで、1985 年～2006
年の出現頻度上位 8 語をリストアップし、表 2-1 にまとめた。 
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表 2-2 「女性～」の語例 4
語 例 
（延べ語数、2010年一年分） 
語 例 語 例 
女性職員 496 女性警察官 79 女性アイドル 38 
女性客 394 女性議員 78 女性運転士 38 
女性会社員 318 女性候補 73 女性被告 37 
女性店員 305 女性作家 73 女性教員 35 
女性教諭 234 女性経営者 69 女性監督 34 
女性裁判員 233 女性社長 63 女性会員 33 
女性従業員 188 女性スタッフ 61 女性局員 32 
女性患者 150 女性歌手 56 女性市長 32 
女性社員 119 女性研究者 54 女性記者 31 
女性医師 107 女性部長 47 女性役員 31 
女性看護師 106 女性教師 47 女性騎手 30 




図 2-1 「女性～」の割合（再掲 p.20） 
 




                                                  
4 表 2-2 は、「女性～」の延べ語数 30 までの語例を挙げる。その他の語例は付表 1 に示す。 






























































































































ついては、第 1 章でも簡単に触れているが、第 7 章で改めて詳しく議論する。 
 

















（19）荻野は約 150 年前、今の熊谷市に生まれ、34 歳で日本初の女性医師




































































咲子 2008:183）」。例えば、店員:「no milk this morning ↑.」客:「no milk this morning ↓. I’ll pass on 
it for right now.」のような発話形態である。田中・諸橋（1996）の定義の曖昧さと会話分析における
用語との混乱を避けるため、本論文では、ジェンダー研究において従来用いられてきた「平行表現」
という用語に替えて、「平衡表現」という語を用いる。 
で育休を取得したのは対象となる 100 人中 1 人だけだった












































































































































国研（1965）は、首都圏の大学に通っている 112 名の大学生（男性 60 名、女性
52 名）を対象に「つや／光沢」「直す／修理する」「女性／婦人」「要求／要望」と
いう四組の類義語の語感についてアンケート調査を実施している 8
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表 2-3 「女性」と「婦人」の語感 
問題 問題文 種別  A B ? DK T 傾向 
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表 2-4 「女性」と「婦人」の評価と使用状況 9
 
 
女性 婦人 女子 女 
大正・昭和初期  ○ ● ● 
戦時中 ○ ○  ● 
終戦前後 ○ ○ ○（若年者） ● 
昭和中期 ○ ○（年長者）  ○（性別強調） 
昭和後期 ○ （○）（複合名詞）  ○（性別強調） 
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本章の調査では、『朝日新聞』を調査対象とした。検索期間は 2006 年から 2010
年までの五年間としたが、膨大なデータ量を考慮して各年二ヶ月分（4 月と 10 月 2
                                                  




2 田中他（2011）は、調査年の 10 月のデータを取っている。本章では先行研究との比較の可能性を考
慮し、同じく 10 月にしたうえで、半年ごとにという目安で、調査期間を 4 月と 10 月とした。 





































近にロールモデルが少ない」と指摘。1 泊 2 日の日程で、女子高生と女性大学院生らとの交流
の場も設ける予定でいる。（朝日 2006/10/30） 
  （4）現在の支援の対象は、日本から留学する女性に加え、日本の大学院に在籍する外国の女性留学
生、視覚障害者へと広がり、毎年約 10 人が 1 人あたり 200 万～300 万円の奨学金を受けてい
る。（朝日 2010/10/12） 














2006 年から 2010 年までの各年の「女子～」の出現記事数と A 類と B 類の割合は
表 3-1 のとおりである。 
 
表 3-1 「女子～」の出現記事数（出現頻度上位 5語） 6
（ ）内は A類と B類の割合 
 
種類 2006 年 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 




















































その他 2 その他 0 その他 0 その他 5 その他 4 
計 18（3.0％） 10（1.8％） 18（3.4％） 17（3.4％） 108（15.4％） 
 女子職員 2 女子アナ 7 女子職員 2 女子アナ 6 女子社員 2 





6 B 類の中、出現記事数 50 以上の語例を数えると、2006 年～2010 年までそれぞれ 5 語、6 語、5 語、
3 語、5 語で、年間平均 5 語である。そこで、A 類と B 類の出現頻度上位 5 語をリストアップし、表
3-1 にまとめた。その他の語例は付表 2 に示す。また、2010 年「女子マネージャー」が 82 件に急増
したのは、同年岩崎夏海氏の「もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの『マネジメント』が
読んだら」という本がベストセラーになったことと密接に関わっていると思われる。 




女子店員 2 女子職員 2 女子工員 1 女子職員 4 女子アナ 2 
女子社員 2 女子刑事 2 女子アナ 1 女子行員 3 女子職員 1 
女子アナ 2 女子社員 1 女子読者 1 女子社員 1 女子従業員 1 
女子行員 1 女子従業
員 
1   女子従業
員 
1   
その他 2 その他 1 その他 0 その他 2 その他 0 
計 11（1.8%） 14（2.6％） 5（1.0％） 17（3.4％） 6（0.9％） 






女子生徒 206 女子生徒 151 女子生徒 147 女子生徒 124 女子生徒 166 







57 女子学生 70 女子高校生 76 




49 女子学生 73 
女子中学
生 
52 女子大生 52 女子学生 52 女子大生 44 女子中学生 69 
その他 100 その他 103 その他 115 その他 104 その他 125 
小計 576（95.2％） 525（95.6％） 504（95.6％） 472（93.2％） 589（83.7％） 








                                                  




     44 年 9 月、中国・山西省陽泉という町に駐留していた部隊の女子軍属に採用されました。（朝
日 2007/10/22） 
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く変化していない。種類別に見ると、B 類「教育関連」が圧倒的に多く、全体の約 9
割以上を占めており、A 類「スポーツ・職業関連」は 1 割以下にすぎない。 
 
3.3.2  「女子～」のトークン比（TTR）と造語力 
 
「女子」のつく語の豊富さと多様性を見るために、本章では、A 類と B 類のトー
クン比（TTR）を算出し、表 3-2 に示した。 
 
表 3-2 「女子～」のトークン比 
年 
トークン比 






延べ語数 20 11 21 18 115 185 
異なり語数 7 4 5 10 9 21 
トークン比 0.350 0.364 0.238 0.556 0.078 0.114 
A 
2 
延べ語数 12 21 5 22 8 68 
異なり語数 7 6 4 7 4 11 
トークン比 0.583 0.286 0.800 0.318 0.500 0.162 
B 
類 
 延べ語数 890 757 775 649 840 3911 
異なり語数 16 18 20 19 18 28 
トークン比 0.018 0.024 0.026 0.029 0.021 0.007 
 総延べ語数 922 789 801 689 963 4164 
 総異なり語数 30 28 29 36 31 60 
 総トークン比 0.033 0.036 0.036 0.052 0.032 0.014 
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次に、「女子～」の造語力を種類別に見てみる。 
表 3-2 の異なり語数を見ると、A 類「スポーツ・職業関連」が 32（A-1 類 21、A-2






出現記事数が多く、優勢を占めている。表 3-3 で示す。 
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表 3-3 「女性～」の出現記事数 （ ）内は割合 
種類 2006 年 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 






















































その他 0 その他 0 その他 0 その他 0 その他 0 




女性職員 64 女性アナ 0 女性職員 63 女性アナ 0 女性社員 20 
女性店員 26 女性職員 70 女性工員 0 女性職員 48 女性アナ 1 
女性社員 18 女性刑事 4 女性アナ 0 女性行員 4 女性職員 69 
女性アナ 2 女性社員 22 女性読者 0 女性社員 16 女性従業員 40 
女性行員 9 女性従業
員 
35   女性従業
員 
30   
その他 30 その他 2 その他 0 その他 3 その他 0 
計 149（95.5％） 133（99.3％） 63（95.5％） 101（98.1％） 130（98.5％） 
小計 156 134 66 103 132 
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（表 3-4 参照）。 
 表 3-4 「女性～」のトークン比 
      年 
トークン比 
2006 年 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 全体 
延べ語数 1131 1320 933 1055 1191 5630 
異なり語数 271 236 236 219 234 630 






3.3.3  「女子～」の使われ方 
 
 3.3.1 節の表 3-1 に挙げた語例から分かるように、「女子～」は「生徒」「高生」「高
















































章で簡単に触れているが、第 8 章で詳述する。 
 























































                                                  
9 平衡表現については、本論文第 2 章脚注 6 を参照されたい。 



















「スポーツ関連」の A-1 類は①と②の場合に相当し、「職業関連」の A-2 類と「教





に許されたのは 1904 年のセントルイス大会でのアーチェリーであり、次の 1908 年
のロンドン大会でも三種目しかなく、参加した女性の割合は、全体の 2％前後でし
かなかった。日本では、1926 年 4 月 1 日に日本初の女性スポーツ組織、日本女子ス

























表 3-5 使用辞書一覧 
出版年 辞書名 編 者 出版社 略称 
2006 精選版 日本国語大辞典 小学館国語辞典編集部 小学館 精選 
1988 学研国語大辞典 第二版 金田一春彦・池田弥三郎 学習研究社 学研 
1995 新潮国語辞典―現代語・古
語 第二版 
山田俊雄・築島裕他 新潮社 新潮 
1989 日本語大辞典 講談社カラ
ー版 
梅棹忠夫・金田一春彦他 講談社 講談 
2008 広辞苑 第六版 新村出 岩波書店 広辞 
1995 大辞林 第二版 松村明 三省堂 大辞 
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表 3-6 辞書における「女子」の記述 
辞書 記 述 
精選 ①おんなのこ。むすめ。にょし。②おんな。婦人。婦女。女性。 p.662 
学研 ①女の子ども。むすめ。○類 子女。女児。②おんな。女性。○類 婦人。○対 男
子。 p.957 
新潮 ①女の子。娘。にょし。②女。婦人。 p.1064 
講談 対義男子。①おんな。女性。婦人。woman ②むすめ。女の子。girl  p.973 
広辞 ①おんなのこ。娘。②おんな。女性。婦人。↔男子 p.1411 
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表 3-7 A-2類「職業関連」の推移（三紙合計、半月分、延べ語数） 
1985 年 1991 年 1996 年 2001 年 2006 年 
語 例 語 例 語 例 語 例 語 例 
女子社員 3 女子職員 4 女子社員 2 女子アナ 3 女子教員 2 
女子職員 3 女子社員 2   女子工員 1 女子コーチ 1 
女子アナウンサ
ー 
2 女子行員 3     
女子行員 1 女子労働者 3 
女子従業員 1 女子従業員 1 
女子工員 1 女子会社員 1 







計 16 14 2 4 3 








The emphasis in zyosi on “childishness” implies negative meanings of 
clumsiness, immaturity, irresponsibility, or incapability. Thus, only 
superiors or associates would use zyosi to an adult woman. Therefore, 
zyosi co-occurs only with socially lower vocational terms such as 
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__-syain‛employee,’ __ -zyuugyooin‛clerk’, __ -paato‛part -time worker,' 





























                                                  
10 フェミニズム運動に関しては第 1 章脚注 3 を参照されたい。 















第一に、「女子～」は「B 類 教育関連」、「A-1 スポーツ関連」のことばの前によ
くつくが、「A-2 職業関連」のことばの前にも現れる。B 類と A 類の比率はおよそ
9:1 である。 











                                                  
11 新聞の送り手側と受け手側に起きた変化について、詳しくは、本論文第 8 章第 5 節を参照されたい。 
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第 4 章 「婦人～」 





















本章では、『朝日新聞』を調査対象とした。検索期間は 1945 年から 2009 年まで
の 65 年間とし、1945 年から 1984 年までは『朝日新聞』縮刷版を対象にした。 
なお、対象期間は 65 年としたが、新聞記事の膨大な量を考慮して、1945 年から
1985 年までと 1989 から 2009 年までを 5 年ごとに区切り、該当する年の記事一年

















4-1 と図 4-1 にまとめた。 
 
表 4-1 「婦人～」の年別出現頻度 2
                
 





1945 3 3 
1950 4 7 
1955 7 17 
1960 12 34 
1965 15 24 
1970 7 12 
1975 15 21 








た山川菊栄さん（昭和 55 年、90 歳で死去）を記念する文庫が、江の島の県立婦人総合センタ




 （4）a. 県立嬉野台生涯教育センター所長兼県立婦人研修館長 日野博彦（朝日 2004/3/30） 
       b. 県立嬉野台生涯教育センター所長兼県立婦人研修館長（丹波県民局長）酒居淑子（朝日
2004/3/30） 
2 1945 年～1984 年までは『朝日新聞縮刷版』しか使えないため、1989 年～2009 年までに比べ、新
聞紙面の分量が随分違う。 
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1980 8 14 
1985 24 112 





1989 45 410 
1994 28 368 
1999 28 308 
2004 11 80 
2009 10 43 
小計 70 1209 
合計 102 1453 
 
 
図 4-1 「婦人～」の年度別出現頻度 
 
上掲の表 4-1 と図 4-1 が示すように、女性標示語「婦人～」は、終戦の 1945 年に
3 語、5 年後の 50 年に 4 語、55 年に 7 語、85 年までは多少の増減を繰り返したが、




                                                  
3 厳密に言えば、戦後は 1945 年 8 月 15 日以降で、1989 年の年始からの 7 日間が昭和 64 年で、1989
年 1 月 8 日以降の 358 日が平成元年だが、本章では、便宜上、1945 年 1 月 1 日からを戦後とし、1989
年 1 月 1 日からの 365 日を平成元年とする。 
。 



































「婦人～」の出現頻度は、1980 年は微減したが、85 年は 112 に急増した。それ
は、新聞のページ数の増加や国際婦人年 10 周年に当たる 1985 年に成立した『男女
雇用機会均等法案』と『女子差別撤廃条約』が、これまで当然視されてきた「男は
仕事、女は家庭」という伝統的な役割分担意識をさらにゆらがせたからであろう。 
1985 年 2 月 24 日の『朝日新聞』に「「婦人」改め「女子」に 差別撤廃条約の呼
                                                  
4 日本の女性が参政権を獲得したのは、戦後の 1945 年 12 月に制定された新選挙法によってである。
翌 1946 年 4 月に総選挙が行われ、39 人の女性国会議員が初めて誕生した。 




















     いま、婦人と女子と女性の表現は、あちこちで入り乱れて使われている。こ
とし最終年を迎えた「国連婦人の十年」の場合は、どうするのか。用語の変
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上げ、下記表 4-2 に整理してみる 5
 
。 




婦人部長 236 婦人記者 22 
婦人警官 202 婦人交通指導員 21 
婦人会長 189 婦人相談員 19 
婦人有権者 183 婦人部員 18 
婦人警察官 143 婦人教職員 14 
婦人会員 52 婦人発明家 14 
婦人議員 50 婦人委員 13 
婦人補導員 26 婦人候補 11 
婦人代表 25 婦人防火クラブ員 11 
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「婦人～」が外来語と結合した複合語は少なく、65 年間（14 年）でわずか 7 種の
語例しか抽出できなかった。異なり語数と延べ語数は、それぞれ全体の約 6.9％と
1.3％にすぎない。抽出した語例をまとめると表 4-3 のとおりである。「婦人～」が
外来語と結合した語の延べ語数を年別に図示すると図 4-2 になる。 
 
表 4-3 「婦人～」が外来語と結合した語（全調査年、延べ語数） 
語 例 語 例 
婦人ボランティア 12 婦人ピアニスト 1 
婦人パート 2 婦人パートタイマー 1 
婦人リーダー 1 婦人ハイカー 1 




図 4-2 「婦人～」が外来語と結合した語の年別出現数 



























うが出現頻度が高く、女性標示語として優勢を占めている。表 4-4 と表 4-5 で示す。 
表 4-4 は表 4-2 の、表 4-5 は表 4-3 の語例の前項要素「婦人」を「女性」に入れ替
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表 4-4 「女性～」が漢語と結合した語（延べ語数） 
語 例 語 例 
女性部長 204 女性記者 295 
女性警官 54 女性交通指導員 0 
女性会長 36 女性相談員 34 
女性有権者 67 女性部員 46 
女性警察官 224 女性教職員 41 
女性会員 153 女性発明家 1 
女性議員 1013 女性委員 219 
女性補導員 1 女性候補 909 
女性代表 45 女性防火クラブ員 2 
女性自衛官 25 女性労働者 118 
計 3487 
 
表 4-5 「女性～」が外来語と結合した語（延べ語数） 
語 例 語 例 
女性ボランティア 67 女性ピアニスト 28 
女性パート 32 女性パートタイマー 7 
女性リーダー 53 女性ハイカー 3 
女性アナ 44   
計 234 
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図 4-3 「女性～」が外来語と結合した語の年別出現数 
 
図 4-3 を図 4-2 と比較してみると、1980 年代に入ってから、「婦人～」が外来語
と結合した語が「女性～」に置き換えられるようになったことが分かる。これは、
本章 3 節で述べた 1980 年代の半ばに日本社会で起きた「婦人」を「女子」や「女性」
に変更する動向を反映しているものと思われる。 



































いた部分（韻母）とを合わせて 1 音を構成するものである。 












































































































                                                  
9 菊池慶子氏が 1993 年に実施されたアンケート調査の結果による。詳細は、菊池（1995）を参照さ
れたい。 






























4.6 第 4章のまとめ 
 
本章では、1945 年から 2009 年までの『朝日新聞』の記事に現れた女性標示語「婦
                                                  
10 フェミニズム運動と言語との関わりは第 3 章 3.4 節を参照されたい。 
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第 5 章 「女（ジョ）～」 







































































































（1）テレビ愛知は、夜の六本木で働く女同士の戦いを描いたドラマの第 3 弾「嬢王 3～Special 
Edition～」（金曜深夜 0・12）が 8 日から始まった。カリスマキャバクラ嬢を原幹恵が演じる。
（朝日 2010/10/15） 
（2）約 50 人の観客を前に、浴衣姿の 18 人が黒帯の男衆、赤帯の女衆に分かれて、「夫婦（みょう












表 5-1 「女（ジョ）～」の推移（延べ語数、三紙合計、半月分） 4
1985 年 
 
1991 年 1996 年 2001 年 2006 年 
語 例 語 例 語 例 語 例 語 例 
女優 111 女優 77 女優 70 女優 67 女児 143 
女王 18 女王 18 女王 28 女王 17 女優 86 
女生徒 8 女神 8 女児 7 女児 8 女王 15 
女教師 5 女児 8 女生徒 3 女神 6 女神 10 
女帝 4 女医 5 女帝 2 女医 3 女学生 7 
女神 4 女帝 2 女高生 2 女帝 2 女帝 3 
女医 3 女学生 1 女神 2 女生徒 1 女医 1 
女学生 2 女生徒 1 女医 1     
女高生 2 女囚 1 女学生 1 
女児 1   女官 1 
女囚 1 女教師 1 
計 159 121 118 104 265 
（田中他（2011:206-207）のデータをもとに作成） 
 
表 5-1 から分かるように、「女（ジョ）～」は 2001 年までは減少傾向にあったが、




















調査の結果は、表 5-2 にまとめた。 
表 5-2 「女医」などのことばの推移 
語 例 延べ語数 計 
1985 年 1991 年 1996 年 2001 年 2006 年 2011 年 
女医 20 42 39 72 23 22 218 
女官 8 17 16 36 81 31 189 
女中 10 31 21 42 50 33 187 
女給 5 4 2 2 9 4 26 
女工 9 19 11 16 11 11 77 
女囚 0 5 4 2 7 5 23 
女傑 2 3 3 7 2 3 20 
女丈夫 0 2 0 1 1 5 9 








                                                  
6 新聞の膨大な量を考慮し、調査は五年おきとした。また、調査年は田中他（2011）と同じく、1985
年から 2006 年までにしたうえで、2011 年も調査範囲に入れた。 
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を指摘しておきたい。下記の表 5-3 と用例（9）～（14）で示す。 
 
表 5-3 言い換えが起きた「女医」などの推移 
語 例 延べ語数 計 
1985 年 1991 年 1996 年 2001 年 2006 年 2011 年 
女医 20 42 39 72 23 22 218 
女性医師 2 5 10 58 213 102 390 
女高生 13 23 41 27 6 3 113 
女子高生 31 197 529 896 778 530 2961 
女生徒 103 380 207 237 107 54 1088 
女子生徒 27 242 654 1613 2116 1169 5821 
女学生 15 90 59 69 100 104 437 
女子学生 108 237 576 447 524 540 2432 
女中 10 31 21 42 50 33 187 
お手伝いさん 19 22 15 18 16 15 105 
女給 5 4 2 2 9 4 26 
ウエートレス 14 39 45 54 38 29 219 
女工 9 19 11 16 11 11 77 











































 調査の結果、『朝日新聞』から 48 の語例が抽出された。そのうち、「女（ジョ）～」
は 21 語、「女（オンナ）～」は 28 語である 7






表 5-4 のとおりである。 











表 5-4 「女～」（2010年一年分） 
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8 今回の調査で「女生徒」の 78 例に対して、2010 年の新聞記事に現れた「女子生徒」は「女生徒」
の約 24.3 倍の 1896 例であった。また、「女高生」の 2 例に対して、「女子高生」は 795 例がヒットし
た。なお、使用頻度の差は表 5-3 からも分かる。 
で、日の丸に必勝と書いた鉢巻き、絣のもんぺ姿。
（朝日 2010/1/23） 

























































































































 5.3 節と 5.4 節で、「女（ジョ）～」の使用実態、接続制約及び使用変化を見て、「女
～」の女性標示語体系内での位置付けを分析した。 
分析の結果、「女（ジョ）～」に後続する要素は限られ、「児」「優」「王」「帝」「官」














































（44）a. 桃子はまだ 10 歳なのにもう女（＊女性／＊女子／＊婦人）になった。 
    b. 泰久はずっと刑務所暮らしだったので、女（＊女性／＊女子／＊婦人）
をほしがっている。 
c. うちの会社にいい女（＊女性／＊女子／＊婦人）がいる。 


















































































































   
 























（45）スピードスケートで冬季五輪 5 大会連続出場の岡崎朋美（39）が 23 日、
第 1 子を出産した。2936 グラムの女児（＊女子供／＊女児童）。（朝日
2010/12/25） 






















第 7 章で詳述する。 
 















の関わりは第 7 章で考察したい。 
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第 6 章 「女流～」 
                                        
 



















 本章では、『朝日新聞』の記事（2006 年から 2010 年までの各年（1 月 1 日～12










































 （1）女流二冠（＊女性二冠）の謝は 1 月、梅沢由香里女流棋聖（＊女性棋聖）を 2 勝 0 敗で破り、
史上初めて女流三冠（＊女性三冠）を独占した。（朝日 2010/12/16） 
2 タイプ・トークン（TTR）については、第 2 章脚注 5 と第 3 章脚注 5 を参照されたい。 
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表 6-1 「女流～」の推移（延べ語数、三紙合計、半月分） 3
1985 年 
 
1991 年 1996 年 2001 年 2006 年 
女流作家 12 女流作家 10 女流棋士 5 女流日本画
家 
2 女流義太夫 2 
女流音楽家 2 女流陶芸
家 
4 女流作曲家 2 女流棋士 1 女流作家 1 
女流陶芸家 1 女流棋士 2 女流詩人 1 女流詩人 1 女流書家 1 










1   











2006 年から 2010 年までの各年の「女流～」の延べ語数と A 類と B 類の割合（％）
は表 6-2 のとおりである。 
 
 




論じられている内容は、本論文の A 類だけにしか適用できない。 
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表 6-2 「女流～」の語例 4
 
 （延べ語数、（ ）内はA類とB類の割合） 









女流棋士 78 女流棋士 107 女流棋士 41 女流棋士 78 女流棋士 95 
女流作家 11 女流作家 13 女流義太夫 19 女流作家 7 女流義太夫 8 
女流歌人 6 女流歌人 10 女流作家 11 女流義太夫 7 女流歌人 5 
女流プロ棋士 6 女流画家 9 女流画家 11 女流歌人 5 女流プロ 5 





5 女流プロ 4 女流講談師 4 
女流講談師 3 女流プロ 3 女流講談師 3 女流プロ棋
士 
3   
女流プロ 3 女流俳人 3 女流プロ 3   
女流義太夫 3     
その他 10 その他 9 その他 9 その他 17 その他 5 







女流名人 42 女流初段 64 女流名人 54 女流二段 58 女流名人 64 
女流初段 34 女流名人 62 女流本因坊 38 女流初段 51 女流三冠 47 
女流王将 27 女流棋聖 41 女流初段 34 女流名人 42 女流王将 35 
女流六段 21 女流王将 26 女流二段 31 女流王位 38 女流二段 30 
  女流王位 23 女流棋聖 25 女流王将 27 女流二冠 29 
女流最強位 22 女流王将 25 女流本因坊 26 女流本因坊 27 
女流本因坊 20   女流六段 24 女流四段 26 
女流 1 級 20   女流六段 21 
  女流初段 20 
その他   123 その他   92 その他   87 その他   105 その他   63 
小計 247（65.7％） 370（69.0％） 294（72.6％） 371（74.8％） 362（74.2％） 
合計 376 536 405 496 488 
 
                                                  
4 表 6-2 は、A 類は延べ語数 3 まで、B 類は 20 までの語例を挙げる。その他の語例は、付表 5 に示す。 
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表 6-2 に示したように、｢女流～｣のつく語のうち、A 類は B 類より少なく、およ



























また、なぜ B 類の「囲碁・将棋のタイトルと段位」は総数の 7 割ほどを占めてい
るのであろう。それには、囲碁・将棋欄の存在という新聞固有の事情と B 類が固有










「女流～」のつく語の豊富さ、多様性と造語力を見るために、A 類と B 類のトー
クン比（TTR）を算出し、表 6-3 にまとめた。 
 
表 6-3 「女流～」のトークン比 
年 
トークン比    




延べ語数 129 166 111 125 126 657 
異なり語数 17 15 15 20 10 40 




延べ語数 247 370 294 371 362 1644 
異なり語数 20 18 21 18 17 28 
トークン比 0.081 0.049 0.071 0.049 0.047 0.017 
 総延べ語数 376 536 405 496 488 2301 
 総異なり語数 37 33 36 38 27 68 
 総トークン比 0.098 0.062 0.089 0.077 0.055 0.030 
 
















家」「女性歌人」のほうが優勢を占めている。表 6-4 で示す。 
 
表 6-4 「女性～」の語例（延べ語数） 










女性棋士 7 女性棋士 9 女性棋士 12 女性棋士 5 女性棋士 13 
女性作家 81 女性作家 94 女性作家 55 女性作家 68 女性歌人 14 
女性歌人 9 女性歌人 5 女性画家 30 女性歌人 5 女性義太夫 0 
女性俳人 1 女性画家 32 女性義太夫 0 女性漫画家 2 女性作家 73 
女性プロ棋
士 
0 女性義太夫 0 女性歌人 6 女性プロ棋士 0 女性講談師 3 
女性画家 28 女性俳人 5 女性ピアニ
スト 
9   女性プロ 1 
女性講談師 6 女性プロ 0 女性講談師 7   
女性プロ 1 女性プロ棋士 0 女性プロ 2 
女性義太夫 0     
その他   98 その他   88 その他   95 その他   75 その他  121 
計 231 233 216 155 225 
 








































































    b. 物語は後に




























表 6-5 歴史的人物に使われる「女流作家」らの記事数／全体の記事数 
（ ）内は割合 
語 例 2006 年 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 計 
女流作家 3／10 7／13 5／11 3／6 0／3 18／43（41.9％） 
女流歌人 5／5 8／8 7／8 3／5 5／5 28／31（90.3％） 
女流俳人 5／5 3／3 1／2 1／1 0／0 10／11（90.9％） 
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（16）a. 田中順子ギターコンサート 7 月 4 日 14 時、奈良市学園南 3 丁目の学
園前ホール。女流ギタリスト田中さん







b. 広田和典スケッチ展 4～17 日、福山市芦田町上有地のスペース 461。
同市新市町在住の
が描いた花の油彩画や版










































































































聞用語集 改訂 1992 年版』の「避けたい言葉」でも「女流は表現に気をつける」と
注意を促されている。共同通信社 1997 年版の『記者ハンドブック 第 8 版』では、


































日本では、1871 年（明治 4 年）に明治政府の「解放令」によって「穢多」「非人」
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第 7 章 「女（オンナ）～」 
                                        
 



















































～」は 28 語、「女（ジョ）～」は 21 語である 2。調査で抽出したデータをまとめる
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表 7-1 「女（オンナ）～」の語例（2010年一年分、延べ語数） 
語 例 語 例 語 例 
女友達 42 女探偵 4 女相場師 2 
女主人 32 女船頭 4 女わらしっこ 1 
女達磨 12 女将軍 3 女患者 1 
女芸人 10 女店主 3 女看守 1 
女君 9 女忍者 3 女作家 1 
女教師 8 女芭蕉 3 女車引 1 
女三四郎 6 女海賊 2 女首領 1 
女刑事 5 女城主 2 女囚人 1 
女主人公 4 女刑務官 2   






























































































































   b. あの会社は
だからね、細かいことを言ってくるんだよ。 
女性社長
   c. あの会社の
だからね、細かいことを言ってくるんだよ。 
社長は女の人














































戻そうと 87 年に始めたフェスティバルも今年で 23 回目。（朝日
2009/8/26） 
女講釈師























を正確に把握するために、2013 年 7 月に関東在住の日本人母語話者 10 名を対象に
小規模なアンケート調査を実施した 4
 
。調査協力者の属性は表 7-2 のとおりである。 
表 7-2 調査協力者の属性 
協力者番号 JF1 JF2 JF3 JF4 JF5 JM1 JM2 JM3 JM4 JM5 
年齢 32 34 34 39 45 22 22 22 25 30 
身分 職員 職員 職員 職員 職員 院生 院生 院生 院生 院生 
関東在住年数 32 11 34 38 25 22 22 22 25 11 
出身地 
（都道府県） 









                                                  
4 方言の影響やアンケート調査を行う際の地理的な問題を考慮し、本アンケート調査の調査協力者は
関東在住の共通語話者であることを基準に依頼した。さらに、性差のことを考慮し、男女半々で、そ
れぞれ 5 人ずつとした。男性協力者の番号は JM（Japanese Male）1～JM5 で、女性協力者の番号は
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表 7-3 「女（オンナ）～」の推移（三紙合計、半月分、延べ語数） 6
1985 年 
 
1991 年 1996 年 2001 年 2006 年 
語 例 語 例 語 例 語 例 語 例 
女教師 5 女スパイ 4 女座長 6 女主人 3 女友達 2 
女主人 4 女主人 3 女主人公 3 女主人公 2 女警士 2 
女銀行家 4 女講釈師 3 女友達 2 女刑事 1 女主人公 1 
女芸人 1 女主人公 2 女教師 1 女師匠 1 女刑事 1 
女詐欺師 1 女友達 2 女私立探偵 1 女親分 1 女義太夫 1 
女三四郎 1 女伊達 1 女事務員 1 女仙人 1 女戸主 1 
女死刑囚 1 女探偵 1 女杜氏 1 女船頭 1 女主 1 
女狩人 1 女もっこす 1 女漫才師 1 女店主 1 女書生 1 
女水芸人 1     女武者 1 女忍者 1 












表 7-4 は、表 7-1 の語例の前項要素の「女」を「女性」に入れ替えて調査した後、
表 7-1 と比較しやすいように並べたものである。 
田中・諸橋（1996）、佐竹秀雄（2001）などの先行研究では、「女～」は「女性～」
に言い換えられるようになったことが指摘されているが、下記の表 7-4 も、先行研
                                                  
6 田中他（2011）は朝日・毎日・読売の三紙の半月分のデータを取っているため、本章における調査
期間とは異なっているが、データとして参考になる。 





表 7-4 「女（オンナ）～」と「女性～」の語例（2010年一年分、延べ語数） 
女（オンナ）～ 女性～ 女（オンナ）～ 女性～ 
女友達 42 女性友達 0 女忍者 3 女性忍者 0 
女主人 32 女性主人 0 女芭蕉 3 女性芭蕉 0 
女達磨 12 女性達磨 0 女海賊 2 女性海賊 0 
女芸人 10 女性芸人 2 女城主 2 女性城主 0 
女君 9 女性君 0 女刑務官 2 女性刑務官 1 
女教師 8 女性教師 47 女殺し屋 2 女性殺し屋 0 
女三四郎 6 女性三四郎 0 女相場師 2 女性相場師 0 
女刑事 5 女性刑事 3 女わらしっこ 1 女性わらしっこ 0 
女主人公 4 女性主人公 4 女患者 1 女性患者 150 
女社長 4 女性社長 50 女看守 1 女性看守 0 
女探偵 4 女性探偵 6 女作家 1 女性作家 73 
女船頭 4 女性船頭 3 女車引 1 女性車引 0 
女将軍 3 女性将軍 1 女首領 1 女性首領 0 
女店主 3 女性店主 27 女囚人 1 女性囚人 1 





















































（36）a. 桃子はまだ 10 歳なのにもう女（＊女性／＊女子／＊婦人）になった。 
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例えば、共同通信社の『記者ハンドブック 第 4 版』、『第 6 版』、『第 8 版』、『第
10 版』、『第 12 版』などは、「女工」「女中」「女給」などのことばを差別語・不快用
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第 8 章 「男性標示語」 





























                                                  
1 「平衡表現」に関しては、本論文第 2 章脚注 6 を参照されたい。 
















































用いた。対象期間は、1945 年 1 月 1 日から 2009 年 10 月末日までの 65 年間とした。
1945 年から 1984 年までは『朝日新聞』縮刷版を対象にした。 
なお、対象期間は 65 年間としたが、戦後から昭和末期までは、1945 年、1955 年、
1965 年、1975 年と 1985 年、10 年ごとにそれぞれ一年間の記事を調査し、平成元
年（1989）からは、掲載記事の分量を考慮し、1989 年、1999 年と 2009 年のそれ








                                                  
2 本章では、各「男性標示語」のそれぞれの年代における割合を見ることを通して、言語と社会の関
係を論じるため、各年代の総記事数を厳密に揃えていない。また、「聞蔵Ⅱビジュアル」の収録記事数
は、戦後は 220 万件で、84 年以降（09 年 1 月まで）は 580 万件である。平成元年以前とそれ以後で





























                                                                                                                                                  
査では「男流」のつくことばが 1 件も見られなかったのは、示唆的な事実である。しかし、調査範囲
を広げ、1945 年 1 月 1 日から 2009 年 12 月 31 日までの全記事を調べた結果、「男流歌人」「男流作家」
など「男流」のつくことばが 6 件あることが分かった。ただし、6 件のうち、「男流歌人」2 件は作品






4 厳密に言えば、戦後は 1945 年 8 月 15 日以降で、1989 年の年始からの 7 日間が昭和 64 年で、1989
年 1 月 8 日以降の 358 日が平成元年だが、本章では便宜上、1945 年 1 月 1 日からを戦後とし、1989
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表 8-1 「男性標示語」の推移 6
 
（延べ語数、上位 3語、（ ）内は割合） 




   男性客 1 男性同性
愛者 
22 
男性出席者 1 男性社員 16 
 男性職員 15 
その他 85 






1  男子選手 2
9 
男子生徒 68 
男子中等校生 1  男子警察官 1 男子学生 37 
男子予科練生 1  男子社員 19 
 その他 52 







男児 8 男児 2 男優 2 男児 3 男児 52 
  男児 1 男優 1 男優 16 






1 男友達 1 男友達 2 男友達 1 男友達 8 
  男客 1  男親 3 
男やもめ 1 男やもめ 1 
 その他 2 
計 9（75%） 3（75%） 7（100%） 5（13.5％） 84（21.1％） 
男
流 
     
合計 12 4 7 37 398 
                                                  
6 表 8-1 は、「男性標示語」の延べ語数上位 3 語までの語例を挙げる。その他の語例は付表 6-1 に示す。 
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表 8-1 から分かるように、「男性標示語」の延べ語数は 85 年を除いて、二桁にと
どまっているが、増加傾向を見せている。 
「男性標示語」の内訳と推移を見てみると、まず、「男性～」は 65 年までは見ら
れなかったが、85 年には「男性同性愛者」を筆頭に急増した。「男子～」は 65 年ま
では一桁にとどまっているが、85 年は「男子生徒」をはじめ、計 24 種の語例が抽











割合を下記の表 8-2 に示した。 
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表 8-2 「男性標示語」の推移 7
 
（延べ語数、上位 3語、（ ）内は割合） 




男性会社員 4 男性会社員 52 男性会社員 98 
男性職員 3 男性教諭 33 男性職員 72 
男性客 3 男性社員 27 男性教諭 70 
その他 37 その他 197 その他 527 




男子生徒 18 男子生徒 104 男子生徒 140 
男子学生 6 男子高校生 25 男子学生 28 
男子中学生 3 男子学生 16 男子高校生 25 
その他 10 その他 60 その他 55 







男優 10 男児 132 男児 281 
男児 8 男優 2 男優 13 
男生徒 1  男神 2 




男友達 6 男芸者 1 男友達 4 
その他 0 その他 0 その他 0 
計 25（22.9％） 135（20.8％） 301（22.9％） 
男
流 
   
合計 109 649 1316 
 
そして、調査期間内の「男性標示語」の種類別延べ語数をトータルすると以下の
表 8-3 のようになる。 
 
                                                  
7 表 8-2 は、「男性標示語」の延べ語数上位 3 語までの語例を挙げる。その他の語例は付表 6-2 に示す。 
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表 8-3 「男性標示語」の延べ語数と割合 
      男性標示語 
年代 
男性 男子 男 男流 総延べ語数 
ダン オトコ 
戦後～昭和末期 140 210 87 21 0 458 
平成元年～現在 1123 490 450 11 0 2074 
計 1263 700 569 0 2532 















































































































































































が 1 時間 1600 円、女性は 1100 円


















































（33）同署によると 29 日午前 8 時半ごろ
の草分けであろう。（上坂冬子『生き残った人びと』） 
男性秘書
                                                  









































































                                                  
9 言語改革運動については、カメロン（1990）、中村（1995）を参照されたい。 
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表 8-4 新聞・通信社記者数の推移 
年 記者数 うち女性記者数 女性記者の割合（％） 
2011 20,305 3,235 15.9 
2010 20,406 3,180 15.6 
2009 21,103 3,129 14.8 
2008 21,093 3,108 14.7 
2007 19,124 2,631 13.8 
2006 20,773 2,642 12.7 
2005 20,315 2,436 12.0 
2004 20,979 2,450 11.7 
2003 21,311 2,458 11.5 
2002 20,851 2,384 11.4 
2001 20,679 2,200 10.6 
2000 19,434 1,976 10.2 
（日本新聞協会の調査データをもとに作成） 
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第 9 章 まとめと今後の課題 









のるず＝秋葉 1998、佐竹秀雄 2001 等）。また、一方で、新聞のデータは大量に調査
するが、数値の議論に偏り、女性標示語に関する詳細な考察が不足している研究も


















































                                                             
1 男性性、女性性、両性性（ジェンダー・アイデンティティ）に関しては、第 1 章脚注 7 を参照された
い。 












女性標示語の表現形式とその意味の一覧を表 9-1 に示す。 
 
表 9-1 主要女性標示語一覧 

















                                                             
2 フェミニズム運動に関しては、第 1 章脚注 3 を参照されたい。 










抽出し、主要な女性標示語の意味特徴を下記の表 9-2 にまとめる。 
 
表 9-2 主要女性標示語の意味特徴 3




成人 既婚 流儀 新旧 老若 硬軟 
女性～ ＋ ± － ＋ ± ＋ 
女子～1 － － － － － ＋ 
女子～2 + ± － － － － 
婦人～ ＋ ± － － ＋ ＋ 
女流～ ＋ ± ＋ － ± ＋ 
女（オンナ）～ ＋ ± － － ± － 
 
上に見られるとおり、女性標示語 4



















上掲の表 9-1 と表 9-2 で見た意味特徴をさらに年齢制限に注目して図示すると、
下記の図 9-1 のようになる。 
 
 図 9-1 主要女性標示語の年齢制限 5
 
 
図 9-1 から分かるように、「女性～」は 20 代からの成人女性を、「女子～」は 3 歳




                                                             




側の点線は 15 歳ぐらいから 20 最までの「女性～」「女流～」「女（オンナ）～」が使用される可能性、
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付表 1 「女性～」の語例（2010年一年分） 
語 例 延べ語数 語 例 延べ語数 
女性職員 496 女性専門学校生 3 
女性客 394 女性最高齢 3 
女性会社員 318 女性カウンセラー 3 
女性店員 305 女性コンパニオン 3 
女性教諭 234 女性当選者 3 
女性裁判員 233 女性剣士 3 
女性従業員 188 女性舞踊手 3 
女性患者 150 女性刑事 3 
女性社員 119 女性支援員 3 
女性医師 107 女性作曲家 3 
女性看護師 106 女性剣道教師 3 
女性管理職 94 女性ＪＲ駅長 2 
女性警察官 79 女性オーナー 2 
女性議員 78 女性コーチ 2 
女性候補 73 女性ゴルファー 2 
女性作家 73 女性コンサートマスター 2 
女性経営者 69 女性ジャズシンガー 2 
女性社長 63 女性スター 2 
女性スタッフ 61 女性パート職員 2 
女性歌手 56 女性プロデューサー 2 
女性研究者 54 女性ミュージシャン 2 
女性部長 47 女性報道写真家 2 
女性教師 47 女性参院議員 2 
女性ファン 44 女性歯科医師 2 
女性アイドル 38 女性村長 2 
女性運転士 38 女性党首 2 
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女性被告 37 女性彫刻家 2 
女性教員 35 女性調理師 2 
女性監督 34 女性法務事務官 2 
女性会員 33 女性非常勤職員 2 
女性局員 32 女性副校長 2 
女性市長 32 女性副主幹 2 
女性記者 31 女性高齢者 2 
女性役員 31 女性管理人 2 
女性騎手 30 女性活動家 2 
女性保育士 29 女性技師 2 
女性行員 29 女性検察官 2 
女性講師 29 女性客室乗務員 2 
女性店主 27 女性利用者 2 
女性画家 27 女性臨時社員 2 
女性店長 25 女性留学生 2 
女性警備員 24 女性美術家 2 
女性弁護士 24 女性俳優 2 
女性部員 24 女性企業家 2 
女性モデル 23 女性契約社員 2 
女性飛行士 22 女性勧誘員 2 
女性落語家 22 女性日本画家 2 
女性受刑者 22 女性栄養教諭 2 
女性大統領 21 女性入居者 2 
女性メンバー 20 女性施設長 2 
女性事務員 19 女性実業家 2 
女性アナウンサー 18 女性事務主幹 2 
女性臨時職員 18 女性獣医師 2 
女性起業家 18 女性書記次長 2 
女性アナ 18 女性書記官 2 
女性読者 16 女性司書 2 
女性首相 16 女性添乗員 2 
女性校長 16 女性投手 2 
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女性事務官 16 女性委員長 2 
女性委員 16 女性消費者 2 
女性市議 15 女性新聞記者 2 
女性議長 15 女性学長 2 
女性隊員 15 女性音楽教師 2 
女性歌人 14 女性踊り 2 
女性警官 14 女性漁師 2 
女性団員 14 女性芸人 2 
女性入所者 14 女性整備士 2 
女性運転手 14 女性指導員 2 
女性事務職員 13 女性衆院議員 2 
女性棋士 13 女性総督 2 
女性ボランティア 13 女性皇太子 2 
女性県議 13 女性将校 2 
女性アーティスト 12 女性交流員 2 
女性候補者 12 女性警察職員 2 
女性知事 12 女性劇画家 2 
女性介護士 12 女性力士 2 
女性閣僚 12 女性貿易商 2 
女性写真家 11 女性判事 2 
女性詩人 11 女性曲芸飛行家 2 
女性運動員 11 女性実習助手 2 
女性登山者 11 女性士官 2 
女性登山家 11 女性捜査員 2 
女性大臣 11 女性所長 2 
女性保安員 10 女性外国人 2 
女性参加者 10 女性文学者 2 
女性俳人 10 女性主査 2 
女性選手 10 女性駐在所員 2 
女性編集者 10 女性アマチュア落語家 1 
女性首長 10 女性コーラストリオ 1 
女性新顔 10 女性コメンテータ 1 
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女性消防士 10 女性ジャズ歌手 1 
女性シンガー 9 女性ストアマネージャー 1 




女性支持者 9 女性スポーツ選手 1 




女性研究員 9 女性ナビゲーター 1 
女性警部 9 女性パート店員 1 
女性新幹線運転士 9 女性パート社員 1 






8 女性プレーヤー 1 
女性デザイナー 8 女性プロ歌手 1 
女性会社役員 8 女性プロ棋士 1 
女性課長 8 女性マッダレーナ 1 
女性信者 8 女性リピーター 1 
女性洋画家 8 女性ロールモデル 1 
女性幹部 8 女性ロック歌手 1 
女性秘書 8 女性愛煙家 1 
女性副市長 8 女性宝石商 1 
女性陶芸家 8 女性保健師 1 
女性自衛官 8 女性報道官 1 
女性教授 8 女性被験者 1 
女性職人 8 女性泊まり客 1 
女性アスリート 7 女性査察官 1 
女性旅芸人 7 女性長官 1 
女性入院患者 7 女性常連客 1 
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女性リーダー 7 女性歯科医 1 
女性教職員 7 女性打楽器奏者 1 
女性科学者 7 女性大使館員 1 
女性嘱託職員 7 女性大尉 1 
女性国会議員 7 女性代議士 1 
女性係長 7 女性当主 1 
女性演出家 7 女性彫刻師 1 
女性機長 7 女性調教師 1 
女性支店長 7 女性動物学者 1 
女性車掌 7 女性闘士 1 
女性アルバイト 6 女性非正社員 1 
女性ジャーナリスト 6 女性服飾デザイナー 1 
女性建築家 6 女性副首相 1 
女性労働者 6 女性副議長 1 
女性通訳 6 女性富豪 1 
女性原告 6 女性歌舞伎役者 1 
女性党員 6 女性工作員 1 
女性地方議員 6 女性管理栄養士 1 
女性将棋ファン 6 女性館長 1 
女性軍属 6 女性国税局査察官 1 
女性派遣社員 6 女性国王 1 
女性総合職 6 女性海上保安官 1 
女性兵士 6 女性候補生 1 
女性署員 6 女性紀行作家 1 
女性探偵 6 女性検査技師 1 
女性鵜匠 6 女性将軍 1 
女性組合員 6 女性交換手 1 
女性ガイド 5 女性教官 1 
女性パート従業員 5 女性教育者 1 
女性マネジャー 5 女性経済学者 1 
女性調理員 5 女性経験者 1 
女性杜氏 5 女性警部補 1 
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女性副委員長 5 女性競技者 1 
女性観光客 5 女性競艇選手 1 
女性劇作家 5 女性就農者 1 
女性旅行家 5 女性看護師長 1 
女性美容師 5 女性利用客 1 
女性民生委員 5 女性練習生 1 
女性農業者 5 女性旅客機長 1 
女性清掃員 5 女性美容家 1 
女性宇宙飛行士 5 女性米兵 1 
女性准教授 5 女性麺点師 1 
女性准看護師 5 女性内視鏡医 1 
女性ブロガー 5 女性南部杜氏 1 
女性電話交換手 5 女性難民 1 
女性農業士 5 女性醸造家 1 
女性書家 5 女性農業経営者 1 
女性養護教諭 5 女性欧州委員 1 
女性駅員 5 女性起業者 1 
女性主事 5 女性勤王家 1 
女性乗務員 5 女性囚人 1 
女性法律家 5 女性区民 1 
女性最年少 5 女性権力者 1 
女性アルバイト店員 4 女性人材派遣会社長 1 
女性ゲスト 4 女性人気作家 1 
女性ピアニスト 4 女性人形師 1 
女性リポーター 4 女性入浴客 1 
女性乗客 4 女性僧侶 1 
女性幹部職員 4 女性審判員 1 
女性公務員 4 女性生産者 1 
女性取締役 4 女性聖人 1 
女性栄養士 4 女性実習生 1 
女性宿泊客 4 女性士官要員 1 
女性相談員 4 女性市長候補 1 
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女性飲食店員 4 女性視聴者 1 
女性映画監督 4 女性書道家 1 
女性有志 4 女性税理士 1 
女性芸術家 4 女性司会者 1 
女性支援者 4 女性飼育係 1 
女性作業員 4 女性所属長 1 
女性能楽師 4 女性天皇 1 
女性外来 4 女性天文学者 1 
女性巡査長 4 女性鉄道ファン 1 
女性研修医 4 女性町議 1 
女性薬剤師 4 女性団長 1 
女性音楽家 4 女性外交官 1 
女性教育学部長 4 女性外交員 1 
女性正社員 4 女性外来担当医師 1 
女性アテンダント 3 女性舞踊家 1 
女性キャスター 3 女性県議長 1 
女性キャリア官僚 3 女性県職員 1 
女性ドライバー 3 女性相談担当者 1 
女性ボーカリスト 3 女性相談所長 1 
女性補充裁判員 3 女性刑務官 1 
女性船頭 3 女性宣伝プロデューサー 1 
女性担当者 3 女性学生 1 
女性登山客 3 女性学者 1 
女性販売員 3 女性研究生 1 
女性非常勤講師 3 女性銀行家 1 
女性副知事 3 女性営業職員 1 
女性工員 3 女性映画脚本家 1 
女性技術者 3 女性映像作家 1 
女性建築士 3 女性郵便局員 1 
女性講談師 3 女性預金者 1 
女性脚本家 3 女性元市議 1 
女性介護職員 3 女性元係長 1 
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女性劇団員 3 女性運動家 1 
女性労働力 3 女性運転者 1 
女性漫画家 3 女性遭難者 1 
女性区長 3 女性詐欺師 1 
女性人質 3 女性占師 1 
女性係員 3 女性真打ち 1 
女性県会議長 3 女性指導助手 1 
女性信徒 3 女性中国人実習生 1 
女性宣教師 3 女性主任保育士 1 
女性巡査部長 3 女性住職 1 
女性有権者 3 女性助産師 1 
女性園長 3 女性助手 1 
女性指導者 3 女性資産家 1 
女性指揮者 3 女性最高位 1 





















付表 2  「女子～」の語例 



























女子マネージャー 0 0 0 0 83 83 
女子選手 10 7 12 8 23 60 
女子プロレスラー 0 1 3 1 1 6 
女子ゴルファー 0 2 0 2 1 5 
女子主将 2 0 0 1 1 4 
女子プロボクサー 0 0 2 1 0 3 
女子ボクサー 0 0 2 1 0 3 
女子プロ 3 0 0 0 0 3 
女子マラソン選手 0 0 0 0 2 2 
女子マネジャー 0 0 2 0 0 2 
女子プロ選手 0 1 0 1 0 2 
女子最長身選手 2 0 0 0 0 2 
女子野球選手 0 0 0 0 2 2 
女子水泳選手 1 0 0 0 0 1 
女子レスラー 0 0 0 1 0 1 
女子ボクシング選手 0 0 0 1 0 1 
女子プロゴルファー 1 0 0 0 0 1 
女子フィギュアスケー
ト選手 
0 0 0 0 1 1 
女子コーチ 1 0 0 0 0 1 
女子プロボウラー 0 0 0 0 1 1 
女子キックボクサー 0 0 0 1 0 1 







女子アナ 2 13 1 9 2 27 
女子職員 3 3 2 4 3 15 
女子社員 2 1 0 1 2 6 
女子行員 1 0 1 5 0 7 
女子従業員 1 1 0 1 1 4 





女子店員 2 0 0 0 0 2 
女子アナウンサー 0 1 0 1 0 2 
女子労働者 0 0 0 1 0 1 
女子工員 1 0 0 0 0 1 
女子読者 0 0 1 0 0 1 
計 12 21 5 22 8 68 










女子生徒 373 40 295 194 276 1178 
女子高生 145 111 99 116 115 586 
女子高校生 93 90 76 71 115 445 
女子学生 84 96 77 91 99 447 
女子中学生 72 74 88 56 93 383 
女子大生 54 78 37 49 58 276 
女子児童 37 23 39 31 27 157 
女子大学生 13 18 23 14 28 96 
女子部員 7 10 14 6 6 43 
女子中高生 5 5 6 5 8 29 
女子短大生 1 3 2 3 3 12 
女子小学生 2 1 6 0 1 10 
女子大学院生 1 1 2 2 3 9 
女子専門学校生 1 3 1 2 1 8 
女子留学生 0 0 2 3 3 8 
女子中生 0 1 2 2 0 5 
女子小中学生 0 1 2 0 1 4 
女子医学生 1 0 2 0 0 3 
女子入所者 0 0 0 0 2 2 
女子卒業生 0 1 0 0 0 1 
女子専門学生 0 1 0 0 0 1 
女子中学 1 年生 0 0 0 1 0 1 
女子園児 1 0 0 0 0 1 
女子医大生 0 0 0 1 0 1 
女子学徒 0 0 0 0 1 1 
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女子小中生 0 0 1 0 0 1 
女子合格者 0 0 0 1 0 1 
女子部長 0 0 0 1 0 1 
女子 1 年生 0 0 1 0 0 1 
小計 890 557 775 649 840 3711 






























付表 3-1  「婦人～」の語例（戦後～昭和初期） 
語 例 1945 1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 計 
婦人有権者 0 0 0 0 2 6 1 5 32 46 
婦人議員 0 0 7 6 3 1 2 0 9 28 
婦人警官 0 0 0 3 2 1 4 3 12 25 
婦人記者 1 2 1 13 1 1 0 0 0 19 
婦人代表 0 3 4 0 6 0 0 0 1 14 
婦人部長 0 0 1 0 0 0 0 0 13 14 
婦人自衛官 0 0 1 0 1 0 0 0 12 14 
婦人候補 0 0 0 0 1 0 1 1 3 6 
婦人労働者 0 0 0 0 0 0 0 0 6 6 
婦人首相 0 0 0 3 0 0 1 0 0 4 
婦人客 0 0 0 1 1 1 0 1 0 4 
婦人会長 0 0 0 0 0 0 0 0 4 4 
婦人研究者 0 0 0 0 0 0 2 0 2 4 
婦人代議士 0 0 2 1 0 0 0 0 0 3 
婦人教員 0 0 0 1 0 0 2 0 0 3 
婦人法律家 0 0 0 1 0 0 0 0 2 3 
婦人国会議
員 
0 0 0 0 0 0 0 0 3 3 
婦人会員 0 1 0 0 1 0 0 0 0 2 
婦人大臣 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2 
婦人校長 0 0 0 1 0 0 0 0 1 2 
婦人パート 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 
婦人教職員 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 
婦人部隊長 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 
婦人手芸家 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 
婦人連絡員 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 
婦人アナ 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 
婦人刑事 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 
婦人閣僚 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 
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婦人相談員 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 
婦人大使 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 
婦人飛行士 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 
婦人副議長 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 
婦人県議会
副議長 
0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 
婦人主任 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 
婦人将軍 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 
婦人職場指
導者 
0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 
婦人職員 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 
婦人発明家 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 
婦人出席者 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 
婦人政治家 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 
婦人町長 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 
婦人政治犯 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 
婦人パート
タイマ 
0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 
婦人消防官 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 
婦人皇居護
衛官 
0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 
婦人司書 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 
婦人科学者 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 
婦人所長 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 
婦人警備隊
長 
0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 
婦人委員長 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 
婦人読者 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 
婦人候補者 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 
婦人教師 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 
婦人警察官 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 
201 
 
婦人兵 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 
婦人リーダ
ー 
0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 




付表 3-2 「婦人～」の語例（平成元年～現在） 
語 例 1989 1994 1999 2004 2009 計 
婦人部長 123 32 51 11 5 222 
婦人会長 20 28 81 33 23 185 
婦人警官 38 102 30 4 3 177 
婦人警察官 9 99 33 0 1 142 
婦人有権者 76 29 18 12 2 137 
婦人会員 13 10 16 5 6 50 
婦人補導員 5 14 7 0 0 26 
婦人議員 22 0 0 0 0 22 
婦人交通指導員 1 18 2 0 0 21 
婦人部員 4 2 12 0 0 18 
婦人相談員 3 0 14 1 0 18 
婦人委員 12 0 1 0 0 13 
婦人発明家 0 2 6 5 0 13 
婦人教職員 7 1 4 0 0 12 
婦人ボランティア 3 5 1 3 0 12 
婦人代表 10 0 1 0 0 11 
婦人防火クラブ員 2 2 3 3 1 11 
婦人自衛官 5 2 0 1 0 8 
婦人係 7 0 0 0 0 7 
婦人警察補導員 0 0 7 0 0 7 
婦人副部長 5 0 0 0 0 5 
婦人候補 4 0 1 0 0 5 
婦人党員 5 0 0 0 0 5 
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婦人税理士 1 4 0 0 0 5 
婦人放送者 4 0 0 0 0 4 
婦人消防隊員 0 1 3 0 0 4 
婦人客 0 0 3 1 0 4 
婦人法律家 3 0 0 0 0 3 
婦人労働者 3 0 0 0 0 3 
婦人職員 0 3 0 0 0 3 
婦人農業士 0 3 0 0 0 3 
婦人科学者 0 2 0 0 1 3 
婦人記者 0 0 3 0 0 3 
婦人伝道師 0 0 3 0 0 3 
婦人消防官 2 0 0 0 0 2 
婦人患者 2 0 0 0 0 2 
婦人幹部 2 0 0 0 0 2 
婦人県委員 2 0 0 0 0 2 
婦人経営者 2 0 0 0 0 2 
婦人代議士 0 1 1 0 0 2 
婦人中央委員 0 0 2 0 0 2 
婦人補導官 0 0 2 0 0 2 
婦人社員 1 0 0 0 0 1 
婦人指導者 1 0 0 0 0 1 
婦人市長 1 0 0 0 0 1 
婦人交通整理員 1 0 0 0 0 1 
婦人教員 1 0 0 0 0 1 
婦人刑事部長 1 0 0 0 0 1 
婦人退職教職員 1 0 0 0 0 1 
婦人政治家 1 0 0 0 0 1 
婦人消防士  1 0 0 0 0 1 
婦人候補者 1 0 0 0 0 1 
婦人代表者 1 0 0 0 0 1 
婦人医師 1 0 0 0 0 1 
婦人ハイカー 1 0 0 0 0 1 
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婦人新聞編集長 1 0 0 0 0 1 
婦人教育課長 1 0 0 0 0 1 
婦人防火員 0 1 0 0 0 1 
婦人消防団員 0 1 0 0 0 1 
婦人就業相談員 0 1 0 0 0 1 
婦人体験者 0 1 0 0 0 1 
婦人農業者 0 1 0 0 0 1 
婦人航空隊員 0 1 0 0 0 1 
婦人宣教師 0 1 0 0 0 1 
婦人作曲家 0 1 0 0 0 1 
婦人消防隊長 0 0 1 0 0 1 
婦人指導員 0 0 1 0 0 1 
婦人補導職員 0 0 1 0 0 1 
婦人ピアニスト 0 0 0 1 0 1 
婦人奉仕者 0 0 0 0 1 1 




















付表 4 「女～」の語例（2010年一年分） 











































































付表 5 「女流～」の語例 































女流棋士 78 107 41 78 95 399 
女流作家 11 13 11 7 4 46 
女流義太夫 3 8 19 7 8 45 
女流歌人 6 10 9 5 5 35 
女流画家 4 9 11 2 2 28 
女流プロ 3 3 3 4 5 18 
女流プロ棋士 6 4 2 3 0 15 
女流講談師 3 1 3 1 4 12 
女流俳人 5 3 2 1 0 11 
女流ピアニスト 0 0 5 0 0 5 
女流漫画家 0 0 0 4 0 4 
女流書家 2 0 0 0 0 2 
女流陶芸家 0 2 0 0 0 2 
女流浪曲師 0 0 0 2 0 2 
女流旅作家 0 0 0 2 0 2 
女流演奏家 1 0 0 1 0 2 
女流詩人 1 0 0 1 0 2 
女流文学者 0 0 1 1 0 2 
女流絵本画家 2 0 0 0 0 2 
女流南画家 0 0 0 2 0 2 
女流日本画家 0 2 0 0 0 2 
女流アマ 0 0 0 1 0 1 
女流人形師 1 0 0 0 0 1 
女流小説家 1 0 0 0 0 1 
女流脚本家 1 0 0 0 0 1 
女流作曲家 1 0 0 0 0 1 
女流落語家 0 1 0 0 0 1 
女流新進舞踊家 0 1 0 0 0 1 
女流噺家 0 1 0 0 0 1 












女流能楽師 0 0 1 0 0 1 
女流写真家 0 0 1 0 0 1 
女流美術家 0 0 1 0 0 1 
女流上方落語家 0 0 1 0 0 1 
女流三味線漫談家 0 0 0 1 0 1 
女流義太夫三味線奏者 0 0 0 1 0 1 
女流ギタリスト 0 0 0 1 0 1 
女流文士 0 0 0 0 1 1 
女流工芸作家 0 0 0 0 1 1 
女流水墨画家 0 0 0 0 1 1 













女流名人 42 62 54 42 64 264 
女流初段 34 64 34 51 20 203 
女流王将 27 26 25 27 35 140 
女流二段 6 5 31 58 30 130 
女流本因坊 16 20 38 26 27 127 
女流棋聖 17 41 25 25 13 121 
女流王位 9 23 13 38 16 99 
女流六段 21 19 6 24 21 91 
女流二冠 9 17 19 14 29 88 
女流四段 19 24 2 13 26 84 
女流 1 級 11 20 5 11 15 62 
女流最強位 2 22 19 11 0 54 
女流三段 8 15 9 10 7 49 
女流三冠 0 1 1 0 47 49 
女流 2 級 9 6 6 8 4 33 
女流最強 12 0 0 0 0 12 
女流アマ名人 0 0 3 4 4 11 
女流 3 級 0 0 0 6 3 9 
女流五段 0 3 1 0 0 4 
女流プロ 2 級 1 0 1 2 0 4 
女流プロ初段 0 1 1 0 0 2 
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女流アマ選手権者 1 0 0 1 0 2 
女流タイトル保持者 1 0 0 0 0 1 
女流タイトル経験者 1 0 0 0 0 1 
女流囲碁名人 1 0 0 0 0 1 
女流タイトル者 0 0 1 0 0 1 
女流四冠 0 1 0 0 0 1 
女流五冠 0 0 0 0 1 1 
 計 247 370 294 371 362 1644 



























付表 6-1  「男性標示語」の語例（戦後～昭和初期） 






男性同性愛者 0 0 0 0 22 22 
男性社員 0 0 0 0 16 16 
男性職員 0 0 0 0 15 15 
男性客 0 0 0 1 13 14 
男性患者 0 0 0 0 11 11 
男性教師 0 0 0 0 8 8 
男性会社員 0 0 0 0 4 4 
男性会員 0 0 0 0 3 3 
男性サラリーマン 0 0 0 0 3 3 
男性記者 0 0 0 0 2 2 
男性教諭 0 0 0 0 2 2 
男性従業員 0 0 0 0 2 2 
男性孤児 0 0 0 0 2 2 
男性隊員 0 0 0 0 2 2 
男性モデル 0 0 0 0 2 2 
男性ヒラ社員 0 0 0 0 1 1 
男性研究員 0 0 0 0 1 1 
男性運転手 0 0 0 0 1 1 
男性観光客 0 0 0 0 1 1 
男性団員 0 0 0 0 1 1 
男性乗務員 0 0 0 0 1 1 
男性応募者 0 0 0 0 1 1 
男性技術者 0 0 0 0 1 1 
男性信者 0 0 0 0 1 1 
男性旅行者 0 0 0 0 1 1 
男性加入者 0 0 0 0 1 1 
男性登山者 0 0 0 0 1 1 
男性読者 0 0 0 0 1 1 
男性工場労働者 0 0 0 0 1 1 
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男性幹部 0 0 0 0 1 1 
男性管理職 0 0 0 0 1 1 
男性演奏家 0 0 0 0 1 1 
男性芸術家 0 0 0 0 1 1 
男性観客 0 0 0 0 1 1 
男性貿易商 0 0 0 0 1 1 
男性店長 0 0 0 0 1 1 
男性副団長 0 0 0 0 1 1 
男性総務部長 0 0 0 0 1 1 
男性踊り手 0 0 0 0 1 1 
男性株主 0 0 0 0 1 1 
男性店主 0 0 0 0 1 1 
男性被告 0 0 0 0 1 1 
男性技師 0 0 0 0 1 1 
男性難民 0 0 0 0 1 1 
男性博士 0 0 0 0 1 1 
男性行員 0 0 0 0 1 1 
男性出席者 0 0 0 1 0 1 







男子生徒 0 0 0 0 68 68 
男子学生 0 0 0 0 37 37 
男子選手 0 0 0  1 30 
男子社員 0 0 0 0 19 19 
男子中学生 0 0 0 0 11 11 
男子行員 0 0 0 0 6 6 
男子大学生 0 0 0 0 4 4 
男子労働者 0 0 0 0 4 4 
男子職員 0 0 0 0 4 4 
男子児童 0 0 0 0 4 4 
男子中、高生 0 0 0 0 3 3 
男子部員 0 0 0 0 2 2 
男子新入社員 0 0 0 0 2 2 
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男子教師 0 0 0 0 1 1 
男子正社員 0 0 0 0 1 1 
男子工員 0 0 0 0 1 1 
男子高校二年生 0 0 0 0 1 1 
男子高校生 0 0 0 0 1 1 
男子中学 1 年生 0 0 0 0 1 1 
男子中学 3 年生 0 0 0 0 1 1 
男子兵士 0 0 0 0 1 1 
男子青少年 0 0 0 0 1 1 
男子チャンピオン 0 0 0 0 1 1 
男子漁業就業者 0 0 0 0 1 1 
男子警察官 0 0 0 1 0 1 
男子最優秀選手 0 1 0 0 0 1 
男子放送員 1 0 0 0 0 1 
男子中等校生 1 0 0 0 0 1 
男子予科練生 1 0 0 0 0 1 






男児 8 2 1 3 52 66 
男優 0 0 2 1 16 19 
男生徒 0 0 0 0 2 2 
男友達 0 1 2 1 8 12 
男親 0 0 0 0 3 3 
男メカケ 0 0 0 0 1 1 
男客 0 0 1 0 0 1 
男教師 0 0 0 0 1 1 
男やもめ署員 1 0 0 0 0 1 
男やもめ 0 0 1 0 1 2 
計 9 3 7 5 84 108 







付表 6-2 「男性標示語」の語例（平成元年～現在） 







男性会社員 4 52 98 154 
男性教諭 2 33 70 105 
男性職員 3 26 72 101 
男性店員 0 8 48 56 
男性裁判員 0 0 54 54 
男性社員 1 27 24 52 
男性従業員 2 18 23 43 
男性客 3 12 21 36 
男性受刑者 0 0 36 36 
男性患者 3 16 9 28 
男性被告 0 1 25 26 
男性作業員 0 12 10 22 
男性信徒 0 18 0 18 
男性運転手 0 1 17 18 
男性店長 0 3 12 15 
男性医師 2 1 11 14 
男性教授 0 2 11 13 
男性教員 0 4 7 11 
男性警部補 0 0 11 11 
男性主事 0 0 11 11 
男性教師 3 4 2 9 
男性隊員 0 1 8 9 
男性刑務官 0 0 9 9 
男性運転士 0 0 9 9 
男性公務員 3 0 4 7 
男性経営者 1 2 4 7 
男性警察官 0 1 6 7 
男性主査 0 0 7 7 
男性係長 0 0 7 7 
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男性会員 3 2 1 6 
男性容疑者 0 4 2 6 
男性巡査部長 0 0 6 6 
男性弁護士 0 0 6 6 
男性行員 0 5 0 5 
男性議員 0 4 1 5 
男性巡査 0 0 5 5 
男性巡査長 0 0 5 5 
男性警備員 0 3 1 4 
男性ヘルパー 0 3 1 4 
男性空士長 0 0 4 4 
男性団員 3 0 0 3 
男性乗務員 1 2 0 3 
男性利用者 0 3 0 3 
男性住民 0 2 1 3 
男性コーチ 0 2 1 3 
男性ダンサー 0 1 2 3 
男性メンバー 0 1 2 3 
男性主任 0 0 3 3 
男性局長 0 0 3 3 
男性店主 0 0 3 3 
男性市議 0 0 3 3 
男性技師 0 0 3 3 
男性違反者 2 0 0 2 
男性役員 1 1 0 2 
男性ドライバー 1 0 1 2 
男性モデル 0 2 0 2 
男性工員 0 2 0 2 
男性アナウンサー 0 2 0 2 
男性読者 0 1 1 2 
男性技術職員 0 1 1 2 
男性選手 0 1 1 2 
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男性講師 0 1 1 2 
男性サラリーマン 0 0 2 2 
男性駅員 0 0 2 2 
男性嘱託職員 0 0 2 2 
男性消防士 0 0 2 2 
男性運動員 0 0 2 2 
男性社長 0 0 2 2 
男性陸曹 0 0 2 2 
男性アルバイト店員 0 0 2 2 
男性補充裁判員 0 0 2 2 
男性農家 0 0 2 2 
男性検察官 0 0 2 2 
男性用務員 0 0 2 2 
男性主事補 0 0 2 2 
男性市議候補 0 0 2 2 
男性事務職員 0 0 2 2 
男性整備士 0 0 2 2 
男性看護師 0 0 2 2 
男性画家 1 0 0 1 
男性有権者 1 0 0 1 
男性指導者 1 0 0 1 
男性哲学者 1 0 0 1 
男性労働者 1 0 0 1 
男性未婚者 1 0 0 1 
男性トラック運転手 1 0 0 1 
男性局員 1 0 0 1 
男性パート 1 0 0 1 
男性会社役員 0 1 0 1 
男性会社役員 0 1 0 1 
男性署員 0 1 0 1 
男性公務員 0 1 0 1 
男性コンビニ店員 0 1 0 1 
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男性観客 0 1 0 1 
男性ボクサー 0 1 0 1 
男性祭官 0 1 0 1 
男性奏者 0 1 0 1 
男性受験者 0 1 0 1 
男性演歌歌手 0 1 0 1 
男性料理人 0 1 0 1 
男性参加者 0 1 0 1 
男性同性愛者 0 1 0 1 
男性受講生 0 1 0 1 
男性教頭 0 1 0 1 
男性幹部 0 1 0 1 
男性保育士 0 1 0 1 
男性正社員 0 1 0 1 
男性運転者 0 1 0 1 
男性ファン 0 1 0 1 
男性モニター 0 1 0 1 
男性キノコ採り 0 1 0 1 
男性記者 0 0 1 1 
男性筆者 0 0 1 1 
男性解説者 0 0 1 1 
男性入所者 0 0 1 1 
男性入居者 0 0 1 1 
男性元候補者 0 0 1 1 
男性技術者 0 0 1 1 
男性行員 0 0 1 1 
男性技術員 0 0 1 1 
男性派遣社員 0 0 1 1 
男性配達員 0 0 1 1 
男性パート職員 0 0 1 1 
男性歌手 0 0 1 1 
男性添乗員 0 0 1 1 
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男性料金徴収員 0 0 1 1 
男性行政書士 0 0 1 1 
男性棋士 0 0 1 1 
男性秘書 0 0 1 1 
男性声優 0 0 1 1 
男性事務官 0 0 1 1 
男性警部 0 0 1 1 
男性担当係長 0 0 1 1 
男性指導員 0 0 1 1 
男性社会人 0 0 1 1 
男性通訳人 0 0 1 1 
男性検事 0 0 1 1 
男性漁師 0 0 1 1 
男性車掌 0 0 1 1 
男性酪農家 0 0 1 1 
男性船長 0 0 1 1 
男性理事 0 0 1 1 
男性候補 0 0 1 1 
男性町議 0 0 1 1 
男性区長 0 0 1 1 
男性顧客 0 0 1 1 
男性副主幹 0 0 1 1 
男性投資家 0 0 1 1 
男性消防司令 0 0 1 1 
男性歯科医 0 0 1 1 
男性研修医 0 0 1 1 
男性最高齢者 0 0 1 1 
男性臨時講師 0 0 1 1 
男性保護司 0 0 1 1 
男性役人 0 0 1 1 
男性負傷者 0 0 1 1 
男性タクシー運転手 0 0 1 1 
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男性ディレクター 0 0 1 1 
男性デザイナー 0 0 1 1 
男性マネジャー 0 0 1 1 
男性シンガー 0 0 1 1 







男子生徒 18 104 140 262 
男子高校生 0 25 25 50 
男子学生 6 16 28 50 
男子中学生 3 11 15 29 
男子大学生 0 10 15 25 
男子児童 2 5 8 15 
男子部員 0 5 6 11 
男子園児 0 6 0 6 
男子専門学校生 2 3 0 5 
男子選手 0 5 0 5 
男子ゴルファー 0 0 4 4 
男子高生 1 1 0 2 
男子主将 1 0 1 2 
男子作業員 1 0 0 1 
男子工員 1 0 0 1 
男子上級生 1 0 0 1 
男子大学院生 1 0 0 1 
男子剣道部員 0 1 0 1 
男子職員 0 1 0 1 
男子労働者 0 1 0 1 
男子小学生 0 1 0 1 
男子園生 0 1 0 1 
男子四年生 0 1 0 1 
男子一年生 0 1 0 1 
男子中学三年生 0 1 0 1 
男子入所生 0 1 0 1 
男子テニス選手 0 1 0 1 
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男子プロ選手 0 1 0 1 
男子競技者 0 1 0 1 
男子ビギナー 0 1 0 1 
男子技術委員長 0 1 0 1 
男子予備校生 0 0 1 1 
男子小中学生 0 0 1 1 
男子門下生 0 0 1 1 
男子部長 0 0 1 1 
男子高校 2 年生 0 0 1 1 
男子ミニバス主将 0 0 1 1 






男児 8 132 281 421 
男優 10 2 13 25 
男生徒 1 0 0 1 
男娼 0 0 1 1 
男神 0 0 2 2 
男友達 6 0 4 10 
男芸者 0 1 0 1 
計 25 135 301 461 






























問Ⅰ．次の＿＿＿＿＿＿に入れるものを A、Bから選びなさい（二つでも OK）。 
 
（1）あの会社は＿＿＿＿＿だからね、細かいことを言ってくるんだよ。 
A. 女社長       B. 女性社長 
（2）「いい写真よ」エージェントの＿＿＿＿＿が、出来上がったものを見て言った。 
A. 女社長       B. 女性社長 
（3）趣味を生かすつもりではじめた小さな店が繁盛し、あっという間に数か所に支
店を持つ＿＿＿＿＿になった F さん。 
①年齢：19＿＿＿年生まれ＿＿＿＿歳     ②性別： 男・女 
③出身地：        （都・道・府・県）       市 
④現住所：＿＿＿＿＿＿＿＿（都・道・府・県）       市 




A. 女社長       B. 女性社長 
（4）わが校の場合、＿＿＿＿＿は何年たってもクラスを持たせてはもらえません。 
A. 女教師       B. 女性教師 
（5）その＿＿＿＿＿の中に、今もいろいろ教えを仰いでいる方で、藤田栄という私
より六歳年上の＿＿＿＿＿がいた。 
A. 女教師       B. 女性教師 
（6）どうして、＿＿＿＿＿がこのような小説を書くに至ったのか、そこに何があっ
たのか。 




A. 女店主        B. 女性店主  
（8）地元商店街の＿＿＿＿＿らが、浅草にかつてのにぎわいを取り戻そうと 87 年
に始めたフェスティバルも今年で 23 回目。 
A. 女店主        B. 女性店主 
（9）ハンクは地元警察の＿＿＿＿＿エミリーの協力を得て、事件の真相を探ろうと
するが……。 
A. 女刑事        B. 女性刑事 
（10）＿＿＿＿＿は私の隣の隣に座ったことになる。＿＿＿＿＿は私を完全に無視
した。そこにいないものとして処理した。 





A と B の間に違いはありますか。違いがあるならば、どんな違いですか。A を選
択した場合、「女性へのからかい、やっかみの要素」などが感じられますか。また、
他に、何か感じたことがあれば、ご自由にご記入ください。 
 
 221 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご協力ありがとうございました。 
